
21

ハードウェア
の取り扱いと操作

本体の設置や接続、各部の名称などシステムのセットアップを始める前や運用時に知っておいていただき
たい基本的なことがらについて説明します。

設置（→22ページ）....................................................................本体の設置手順について説明しています。

各部の名称と機能（→31ページ）...........................................本体の各部の名称と機能についてパーツ単位に説
明しています。

接続について（→41ページ）....................................................本体にケーブルを接続する際の注意事項を記載し
ています。

基本的な操作（→45ページ）....................................................電源のONやOFFの方法、およびフロッピーディ
スクやCD-ROMのセット方法などについて説明
しています。
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設　置
本装置はEIA規格に適合したラックに取り付けて使用します。

ラックの設置

ラックの設置については、ラックに添付の説明書を参照するか、保守サービス会社にお問い
合わせください。
ラックの設置作業は保守サービス会社に依頼することもできます。

警告�
装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。指示を
守らないと、人が死亡する、または重傷を負うおそれがあります。詳しくは、iii
ページ以降の説明をご覧ください。

ⓦ　指定以外の場所で使用しない

ⓦ　アース線をガス管につながない

注意�
装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。指示を
守らないと、火傷やけがなどを負うおそれや物的損害を負うおそれがあります。
詳しくは、iiiページ以降の説明をご覧ください。

ⓦ　一人で搬送・設置をしない

ⓦ　荷重が集中してしまうような設置はしない

ⓦ　一人で部品の取り付けをしない

ⓦ　ラックが不安定な状態でデバイスをラックから引き出さない

ⓦ　複数台のデバイスをラックから引き出した状態にしない

ⓦ　定格電源を超える配線をしない
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次に示す条件に当てはまるような場所には、設置しないでください。これらの場所にラック
を設置したり、ラックに本体を搭載したりすると、誤動作の原因となります。

ⓦ 装置をラックから完全に引き出せないような狭い場所。

ⓦ ラックや搭載する装置の総重量に耐えられない場所。

ⓦ スタビライザが設置できない場所や耐震工事を施さないと設置できない場所。

ⓦ 床におうとつや傾斜がある場所。

ⓦ 温度変化の激しい場所（暖房器、エアコン、冷蔵庫などの近く）。

ⓦ 強い振動の発生する場所。

ⓦ 腐食性ガスの発生する場所（大気中に硫黄の蒸気が発生する環境下など）、薬品類の近く
や薬品類がかかるおそれのある場所。

ⓦ 帯電防止加工が施されていないじゅうたんを敷いた場所。

ⓦ 物の落下が考えられる場所。

ⓦ 強い磁界を発生させるもの（テレビ、ラジオ、放送/通信用アンテナ、送電線、電磁ク
レーンなど）の近く（やむを得ない場合は、保守サービス会社に連絡してシールド工事な
どを行ってください）。

ⓦ 本装置の電源コードを他の接地線（特に大電力を消費する装置など）と共用しているコン
セントに接続しなければならない場所。

ⓦ 電源ノイズ（商用電源をリレーなどでON/OFFする場合の接点スパークなど）を発生する
装置の近く（電源ノイズを発生する装置の近くに設置するときは電源配線の分離やノイズ
フィルタの取り付けなどを保守サービス会社に連絡して行ってください）。

重要�

ラック内部の温度上昇とエアフローについて

複数台の装置を搭載したり、ラックの内部の通気が不十分だったりすると、ラック内部の温
度が各装置から発する熱によって上昇し、動作保証温度（10℃～35℃）を超え、誤動作を
してしまうおそれがあります。運用中にラック内部の温度が保証範囲を超えないようラック
内部、および室内のエアフローについて十分な検討と対策をしてください。
本装置では、前面から吸気し、背面へ排気します。
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ラックへの取り付け/ラックからの取り外し

本体をラックに取り付けます（取り外し手順についても説明しています）。
別売の内蔵型オプションを購入している場合は、ラックに取り付ける前に取り付けてくださ
い。
ここでは、NEC製のラックまたは他社製ラックへの取り付け手順について説明します。

警告�
装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。指示を
守らないと、人が死亡する、または重傷を負うおそれがあります。詳しくは、iii
ページ以降の説明をご覧ください。

ⓦ　規格外のラックで使用しない

ⓦ　指定以外の場所に設置しない

注意�
装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。指示を
守らないと、火傷やけがなどを負うおそれや物的損害を負うおそれがあります。
詳しくは、iiiページ以降の説明をご覧ください。

ⓦ　一人で持ち上げない

ⓦ　指を挟まない

ⓦ　ラックから引き出した状態にある装置に荷重をかけない

取り付け部品の確認

ラックへ取り付けるために次の部品があることを確認してください。

必要な工具

ラックへ取り付けるために必要な工具はプラスドライバのみです。

レールブラケット（右）レールブラケット（左）

ネジ（大） ネジ（小） ワッシャー
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取り付け手順

本装置はNEC製および他社製のラックへ取り付けることができます。次の手順で装置をラッ
クへ取り付けます。

重要�

オプションのN8143-52ケーブルアームを取り付ける場合は、ケーブルアームに添付の説
明書を併せて参照してください。

ⓦ レールアセンブリの取り外し

本体に取り付けられているスライド式のレールを取り外します。

レールを持ってゆっくりと装置後方へスライドさせてください。しばらくすると、「カ
チッ」とロックされます。

本体左右の側面にあるレリーズレバーを押して、ロックを解除しながら本体から取り外
します。

レールアセンブリを取り外すと、本体は
ネジ止めされたインナーレールのみが取
り付けられた状態になります。

重要�

レールアセンブリは、取り外した
インナーレールに再度取り付けま
す。どちら側のインナーレールか
ら取り外したものかわかるように
印を付けるなどして区別してくだ
さい。複数の本装置を設置する際
もどの装置のどちら側のインナー
レールから取り外したものかがわ
かるように区別してください。

レリーズレバー

インナーレール
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ⓦ レールブラケットの取り付け

取り外したレールアセンブリに添付のレールブラケットを取り付けます。

レールアセンブリの先端にあるネジ穴（長穴）とレールブラケットのネジ穴を合わせて軽
く固定します。レールブラケットでラックの奥行きとの長さを調節するためです。

レールブラケットには右用と左用があります。レールアセンブリに取り付けたときに先
端のツメがレールアセンブリの反対側の先端にあるツメと同じ向きにあることを確認し
てください。

ツメ ツメ
レールブラケットレールアセンブリ

ネジ穴（ラックの奥行きに合わせて
ネジ穴を使用する。ネジは軽く締め
ておく。）

ⓦ レールアセンブリの取り付け

1. レールアセンブリの先端にあるツメを上
に向け、先端のフレームをラックの内側
からラックのフレームに突き当てて、ネ
ジ（2本）とワッシャー（2個）で固定する。

重要�

ラック内の他装置と隣接する位置に本
体を取り付ける際は、他装置と本体が
干渉しないように注意してレールアセ
ンブリを取り付けてください。

チェック�

先端にあるネジ穴が鉛直になるように
位置を決めてください。

「1U」の間にネジ
穴が3つ見える
こと

ツメ

本体をラックに固定する
ためのネジ穴

ラック前面側 ラック背面側
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2. レールブラケットをスライドさせて、
ラックの内側からラックのフレームに突
き当てて、ネジ（2本）とワッシャー（2個）
で固定する。

チェック�

先端にあるネジ穴が鉛直になるように
位置を決めてください。

3. レールブラケットを固定する。

ⓦ 本体の取り付け

注意�
装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。指示を
守らないと、火傷やけがなどを負うおそれや物的損害を負うおそれがあります。
詳しくは、iiiページ以降の説明をご覧ください。

ⓦ　一人で持ち上げない

ⓦ　指を挟まない

1. 左右のレールアセンブリのスライドレー
ルをロックされるまで引き出す。
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ⓦ 本体の固定

1. 本体をラックへ完全に押し込む。

2. 前面の左右にあるセットスクリューで
ラックに固定する。

3. フロントベゼルを取り付ける。

以上で完了です。

2. 2人以上で本体をしっかりと持ってラッ
クへ取り付ける。

本体側面のインナーレールをラックに取
り付けたレールアセンブリに確実に差し
込んでからゆっくりと静かに押し込みま
す。
途中でロックされたら、側面にあるレ
リーズレバー（左右にあります）を押しな
がらゆっくりと押し込みます。

初めての取り付けでは各機構部品がなじ
んでいないため押し込むときに強い摩擦
を感じることがあります。強く押し込ん
でください。

3. 本体を何度かラックから引き出したり、押し込んだりしてスライドの動作に問題がないことを確
認する。

チェック�

� ラック内の他装置と隣接する位置に本体を取り付ける際は、他装置と本体が干渉していない
ことを確認してください。もし干渉している場合は、他装置と干渉しないよう調整してレー
ルアセンブリを取り付け直してください。

� スライドレール部分の動作を確認してください。スライドレールがラックのフレームに当た
り、引き出せない場合は、スライドレールを取り付け直してください。

レリーズレバー

セットスクリュー

スライドレールをラック
から引き出せる

スライドレールがラックのフレームに
当たって引き出せない
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取り外し手順

ラックからの取り出し作業は必ず複数名で行ってください。

注意�
装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。指示を
守らないと、火傷やけがなどを負うおそれや物的損害を負うおそれがあります。
詳しくは、iiiページ以降の説明をご覧ください。

ⓦ　一人で持ち上げない

ⓦ　指を挟まない

ⓦ　ラックから引き出した状態にある装置に荷重をかけない

ⓦ　ラックが不安定な状態でデバイスをラックから引き出さない

ⓦ　複数台のデバイスをラックから引き出した状態にしない

ⓦ　動作中に装置をラックから引き出さない

1. セキュリティロックを解除してフロント
ベゼルを取り外す。

2. 本体の電源がOFFになっていることを確
認してから、本体に接続している電源
コードやインタフェースケーブルをすべ
て取り外す。

3. <オプションのケーブルアームを取り付け
ている場合のみ>

ケーブルアームを固定しているネジ2本
を外し、ケーブルアームを本体から取り
外す。

4. 前面のセットスクリュー2本をゆるめ
る。

5. ハンドルを持ってゆっくりと静かにラッ
クから引き出す。

「カチッ」と音がしてラッチされます。

2

1

セキュリティロック

セットスクリュー

ハンドル
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6. 左右のレリーズレバーを押してラッチを
解除しながらゆっくりとラックから引き
出す。

重要�

ⓦ 複数名で装置の底面を支えながら
ゆっくりと引き出してください。

ⓦ 装置を引き出した状態で、引き出
した装置の上部から荷重をかけな
いでください。装置が落下するお
それがあり、危険です。

ラックの機構部品も取り外す場合は、「取
り付け手順」を参照して取り外してくださ
い。

レリーズレバー
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各部の名称と機能
本装置の各部の名称を次に示します。

本体前面　

① フロントベゼル

日常の運用時に前面のデバイス類を保護するカバー。添付のセ
キュリティキーでロックすることができる。

② キースロット

フロントベゼルのロックを解除するセキュリティキーの差
し口。

③ ACTランプ（緑色）

システムがネットワークと接続されているときに点灯す
る。アイコンにある数字は「1」がLANポート1用で、「2」が
LANポート2用を示す。

④ POWERランプ（緑色）

電源をONにすると緑色に点灯する。

⑤ STATUSランプ（前面）（緑色/アンバー色）

ハードウェアの状態を表示するランプ。正常に動作してい
る間は緑色に点灯する。異常が起きるとアンバー色に点灯
または点滅する。

⑥ DISK ACCESSランプ（緑色/アンバー色）

内蔵のハードディスクにアクセスしているときに緑色に点
灯する。内蔵のハードディスクのうち、いずれか1つでも
故障するとアンバー色に点灯する。

⑦ UIDランプ（青色）

UIDスイッチを押したときに点灯する（ソフトウェアから
のコマンドによっても点灯または点滅する。

ID
2
1

① ②

③ ④

⑥

⑤ ⑦
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本体前面　- フロントベゼルを外した状態 -

① セットスクリュー（左右に1個ずつ）

本体をラックに固定するネジ。

② ハンドル（左右に1個ずつ）

ラックからの引き出しやラックへ収納するときに持つ部
分。

③ ハードディスクベイ

ハードディスクを搭載するベイ。丸数字のあとの数字は
SCSI IDを示す。標準構成では③-0と③-1を除くベイに
ダミートレーが搭載されている。増設は不可。

④ DISKランプ（緑色/アンバー色）

ハードディスクにあるランプ。ハードディスクにアクセ
スしているときに緑色に点灯する。ハードディスクが故
障するとアンバー色に点灯し、リビルド中は緑色とアン
バー色に交互に点滅する。

⑤ CD-ROMドライブ

CD-ROMのデータの読み出しを行う。

⑤-1　ディスクアクセスランプ
⑤-2　CDトレーイジェクトボタン
⑤-3　エマージェンシーホール

⑥ 3.5インチフロッピーディスクドライブ

3.5インチフロッピーディスクを挿入して、データの書き
込み/読み出しを行う装置。

⑥-1　ディスクアクセスランプ
⑥-2　ディスク挿入口
⑥-3　イジェクトボタン

⑦ ランプ（6個、前ページ参照）

⑧ POWERスイッチ

電源をON/OFFするスイッチ。一度押すとPOWERランプ
が点灯し、ONの状態になる。もう一度押すと電源をOFF
にする。4秒以上押し続けると強制的に電源をOFFにす
る。

⑨ UID（ユニットID）スイッチ

装置前面/背面にあるUIDランプをON/OFFするスイッチ。
スイッチを一度押すと、UIDランプが点灯し、もう一度押す
と消灯する。

⑩ リセットスイッチ

押すとリセットを実行する。

⑪ DUMPスイッチ

押すとメモリダンプを実行する。

①

② ③-0 ④ ⑤-1

⑥-1

①

③-1 ③-2 ③-3 ③-4 ③-5 ②⑤-2 ⑤-3

⑥-2

⑦

⑥-3 ⑪

⑧ ⑨

⑪

⑦ ⑦

⑩
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本体背面
①

⑬ ⑮

① Low-profile PCIボード増設用スロット

ロープロファイルタイプのPCIボードを取り付けるスロッ
ト。上からスロット3C、2C、1C。スロット3Cには標準
でディスクアレイコントローラが実装されています。

② シリアルポート1コネクタ（DB-9）

シリアルインタフェースを持つ装置と接続する。
なお、管理コンピュータなどのコンソールの接続はシリア
ルポート2のみ可能です（BIOSの設定が必要）。また、専用
回線に直接接続することはできません。

③ シリアルポート2コネクタ（RJ45）

シリアルインタフェースを持つ装置と接続する。接続する
装置により、本体の設定を変更する必要がある。標準の状
態では、誤挿入防止のためのキャップが取り付けられてい
る。

なお、専用回線に直接接続することもできません。

④ Full-hight PCIボード増設用スロット

フルハイトタイプのPCIボードを取り付けるスロット。上
から3B、2B、1Bスロット。

⑤ 電源ユニット

本体にDC電源を供給する装置。

⑤-1　パワーサプライスロット1
⑤-2　パワーサプライスロット2

⑥ ACインレット

⑥-1　電源ユニット⑤-1用
⑥-2　電源ユニット⑤-2用

⑦ POSTランプ

ボード上に搭載されているランプ。電源ON後のPOST中
に点灯する。

⑥-2⑥-1② ④③ ⑤-1

⑦ ⑨

⑬

⑭-2

⑮

⑧ コンソールリダイレクションスイッチ

コンソールリダイレクションの有効無効を設定するスイッ
チ。LANコンソールとシリアルコンソールを共に有効に設定
した状態でHyper Terminalなど、MWA以外のソフトウェア
でシリアルポート2を介したリモートコンソールで本装置と
通信する場合にONにする。

⑨ UIDランプ（青色）

UIDスイッチを押したときに点灯する（ソフトウェアからの
コマンドによっても点灯する）。

⑩ STATUSランプ（背面）（緑色/アンバー色）

本体の状態を表示するランプ。正常に動作している間は緑色
に点灯する。異常が起きるとアンバー色に点灯または点滅す
る。

⑪ ACコードホルダ（添付品）

電源コードを束ねるホルダ。背面の取り付け穴に差し込んで
取り付ける。

⑫ AC POWERランプ

電源コードからAC電源を受電すると緑色に点滅し、装置の
電源がONされると緑色に点灯する。電源が故障するとアン
バー色に点灯する。

⑬ LINK/ACTランプ（緑色）

LANのアクセス状態を示すランプ。

⑭ LANコネクタ

LAN上のネットワークシステムと接続する1000BASE-T/
100BASE-TX/10BASE-T対応のLANコネクタ。丸数字の後
の数字は「1」がLANポート1で、「2」がLANポート2を示す。

⑮ Speedランプ（アンバー色）

LANの転送速度を示すランプ。

⑬の「LANコネクタ」と③の「シリアルポート2コネク
タ」は、同じ形状のコネクタです。ケーブルを差し間違
えないよう注意してください。

⑧ ⑪

⑭-1

⑩ ⑫ ⑫

⑤-2
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本体内部

①

②
③ ⑥ ⑦

⑪

⑬

⑫

① SCSIバックプレーン

② 電源ユニット

③ 冷却ファン（本体前面から見て、左から
FAN 1、FAN 2、FAN 3、FAN 4）

④ プロセッサダクト（破線部）

⑤ ライザーカード（フルハイトのボード用）

⑥ プロセッサ（CPU、ヒートシンクの下に取
り付けられている）

⑦ DIMM（Slot #1Aと#1Bに2枚標準装備）

⑧ マザーボード

⑨ ディスクアレイコントローラ

⑩ ライザーカード（ロープロファイルのボー
ド専用）

⑪ フロントパネルボード

⑫ カバーオープンセンサ

⑬ CD-ROMドライブ

⑭ フロッピーディスクドライブ

⑮ ハードディスクベイ

⑭

⑮

⑤④ ⑧ ⑩⑨
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マザーボード

① リアシリアルポートコネクタ

② 内蔵SCSIコネクタ（内蔵用ハード
ディスクとの中継用コネクタ）

③ PCIライザーカード用コネクタ
（ロープロファイルのボード専
用、100MHz/64-bit・3.3V PCI）

④ DIMM（インターリーブタイプ用）
ソケット（図の上のソケットから
順番に#3A、#3B、#2A、#2B、
#1A、#1B）

⑧

③①

装置前面装置背面

② ⑤-2

⑯ ⑨⑪⑫

⑰

⑤ プロセッサ（CPU）ソケット

⑤-1 プロセッサ#1（CPU#1）
⑤-2 プロセッサ#2（CPU#2）

⑥ プロセッサ電源コネクタ

⑦ システムファンコネクタ

⑧ メインパワーコネクタ

⑨ 電源信号用コネクタ

⑩ リチウム電池

⑪ フロントシリアルポートコネクタ

⑫ フロッピー/CD-ROMドライブ/フロン
トパネルコネクタ

⑬ コンフィグレーションジャンパス
イッチ

⑭ PCIライザーカード用コネクタ（フル
ハイトのボード用、100MHz/64-
bit・3.3V PCI-X）

⑮ アクセスランプ用コネクタ（ディスク
アレイコントローラのLED中継ケー
ブル接続用）

⑯ スピーカ

⑰ シリアルポート仕様切替用ジャンパ
ピン

⑥

⑦

⑤-1

⑩⑬

④

⑭⑮

外部接続コネクタ

ランプ
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ランプ表示

本体のランプの表示とその意味は次のとおりです。

ACTランプ（ ）

本体がLANに接続されているときに緑色に点灯し、LANを介してアクセスされているとき
（パケットの送受信を行っているとき）に点滅します。アイコンの隣にある数字は背面のネッ
トワークポートの番号を示します。

POWERランプ（ ）

本体の電源がONの間、緑色に点灯しています。電源が本体に供給されていないときは消灯
します。

STATUSランプ（ ）

ハードウェアが正常に動作している間はSTATUSランプは緑色に点灯します（STATUSラン
プは背面にもあります）。STATUSランプが消灯しているときや、アンバー色に点灯/点滅し
ているときはハードウェアになんらかの異常が起きたことを示します。
次ページの表にSTATUSランプの表示の状態とその意味、対処方法を示します。

ヒント�

ⓦ ESMPROまたはオフライン保守ユーティリティをインストールしておくとエラーログ
を参照することで故障の原因を確認することができます。

ⓦ いったん電源をOFFにして再起動するときに、OSからシャットダウン処理ができる場
合はシャットダウン処理をして再起動してください。シャットダウン処理ができない場
合はリセット、強制電源OFFをするか（47ページ参照）、一度電源コードを抜き差しして
再起動させてください。

DISK ACCESSランプ（ ）

DISK ACCESSランプはハードディスクベイに取り付けられているハードディスクの状態を
示します。

ハードディスクにアクセスするたびにランプは緑色に点灯します。
DISK ACCESSランプがアンバー色に点灯している場合は、ハードディスクに障害が起きた
ことを示します。故障したハードディスクの状態はそれぞれのハードディスクにあるランプ
で確認できます。
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SUTATS 態状のプンラ 味　意 法方処対

灯点に色緑 。すまいてし作動に常正 －

滅点に色緑 かリモメ　● UPC がかれずいの源電、
。すまいてし作動で態状たし退縮　　

リモメ　● 1 てし発多がーラエトッビ
。すまい　　

の面背置装 REWOPCA 認確を態状のプンラ
。いさだくてし

SOIB ィテリィテーユプッアトッセ
「 PUTES スイバデるいてし退縮てっ使を」

しめ勧おをとこるす換交に急早、後認確を
。すま

灯消 が源電 FFO 。るいてっなに －

TSOP 。るあで中 。いさだくち待おくらばし TSOP 、後了完を
。すまし灯点に色緑とるすくらばし

UPC 。たし生発がーラエで を源電んたっい FFO を源電、てしに NO しに
。いさだくてし直 TSOP エのから何で面画の

ッメ、は合場たれさ示表がジーセッメーラ
絡連に社会スビーサ守保てし録記をジーセ

。いさだくてし

UPC 。たし出検を常異の度温
（ pirT-lamrehT ）

がトウアムイタマイタグッドチッォウ
。たし生発

UPC 。たし生発がーラエスバ

。中トスエクリプンダリモメ 。いさだくち待おでまるわ終し取採をプンダ

灯点に色ーバンア 。たし出検を常異度温 いてし着付がリチやリコホにンァフの部内
、たま。いさだくてし認確かうどかいな
こるいてれさ続接に実確がトッニユンァフ

。いさだくてし認確をと
サ守保、は合場いならわ変が示表もでれそ

。いさだくてし絡連に社会スビー

。たし出検を常異圧電 。いさだくてし絡連に社会スビーサ守保

。たし障故がトッニユ源電のてべす

滅点に色ーバンア 源電の方一からちどで源電の成構長冗
にトッニユ CA ないてれさ給供が源電

のトッニユ源電の方一からちど、かい
。たし出検を障故

くてし給供を源電、てし続接をドーコ源電
合場るいてし障故がトッニユ源電。いさだ
さだくてし絡連に社会スビーサ守保、は

。い

。たし出検をムーラアンァフ こるいてれさ続接に実確がトッニユンァフ
変が示表もでれそ。いさだくてし認確をと
会スビーサ守保、は合場、は合場いならわ

。いさだくてし絡連に社

。たし出検を告警度温 いてし着付がリチやリコホにンァフの部内
、たま。いさだくてし認確かうどかいな
こるいてれさ続接に実確がトッニユンァフ

。いさだくてし認確をと
サ守保、は合場いならわ変が示表もでれそ

。いさだくてし絡連に社会スビー
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UIDランプ（ID）

このランプは1台のラックに複数台の装置を設置しているときに、装置前面にあるUIDスイッ
チを押すと、装置前面および背面のUIDランプが青色に点灯し、保守をしようとしている装
置を特定することができます。UIDランプを消灯させるにはUIDスイッチを再度、押してく
ださい。

ディスクアクセスランプ

フロッピーディスクドライブとCD-ROMドライブのアクセスランプは、それぞれにセットさ
れているディスクやCD-ROMにアクセスしているときに点灯します。

ハードディスクのランプ

ハードディスクベイに搭載されるDISKランプは表示状
態によって意味が異なります。

ⓦ 緑色に点滅

ハードディスクにアクセスしていることを示しま
す。

ⓦ アンバー色に点灯

ディスクアレイを構成しているときに取り付けてい
るハードディスクが故障していることを示します。

ヒント�

1台のハードディスクが故障しても運用を続けることができますが早急にディスクを交
換して、再構築（リビルド）を行うことをお勧めします（ディスクの交換はホットスワッ
プで行えます）。

ⓦ 緑色とアンバー色に交互に点滅

ハードディスクの再構築（リビルド）中であることを示します（故障ではありません）。
ディスクアレイ構成で、故障したハードディスクを交換すると自動的にデータのリビル
ドを行います（オートリビルド機能）。リビルド中はランプが緑色とアンバー色に交互に
点灯します。

リビルドを終了するとランプは消灯します。リビルドに失敗するとランプがアンバー色
に点灯します。

重要�

リビルド中に本体の電源をOFFにすると、リビルドは中断されます。再起動してから
ハードディスクをホットスワップで取り付け直してリビルドをやり直してください。た
だし、オートリビルド機能を使用するときは次の注意事項を守ってください。

ⓦ 電源をOFFにしないでください（いったん電源をOFFにするとオートリビルドは起
動しません）。

ⓦ ハードディスクの取り外し/取り付けの間隔は90秒以上あけてください。

ランプ
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LANコネクタのランプ

背面にある2つのLANポート（コネクタ）にはそれぞれ2つのランプがあります。

LINK/ACTランプ

Speedランプ
1

2

ⓦ LINK/ACTランプ

本体標準装備のネットワークポートの状態を表示します。本体とHUBに電力が供給され
ていて、かつ正常に接続されている間、緑色に点灯します（LINK）。ネットワークポート
が送受信を行っているときに緑色に点滅します（ACT）。

LINK状態なのにランプが点灯しない場合は、ネットワークケーブルの状態やケーブルの
接続状態を確認してください。それでもランプが点灯しない場合は、ネットワーク
（LAN）コントローラが故障している場合があります。お買い求めの販売店、または保守
サービス会社に連絡してください。

ⓦ Speedランプ

このランプは、ネットワークポートの通信モードがどのネットワークインタフェースで
動作されているかを示します。

LANポートは、1000BASE-Tと100BASE-TX、10BASE-Tをサポートしています。

アンバー色に点灯しているときは、1000BASE-Tで動作されていることを示します。緑
色に点灯しているときは、100BASE-TXで動作されていることを示します。消灯してい
るときは、10BASE-Tで動作されていることを示します。
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POSTランプ

POSTの状態を表す4つのランプがマザーボード上にあります。これらのランプは本体背面
のスリット部分から見ることができます。電源をONにした後、起動するPOSTがいつまで
経っても終わらなかったり、ビープ音が何度もなったりしている場合は、画面上のメッセー
ジやビープ音のパターンと併せてランプの表示パターンをメモしてから、保守サービス会社
に連絡してください。

AC POWERランプ

背面にある電源ユニットには、AC POWERランプがあります。ACインレットに電源コード
を接続してAC電源を電源ユニットが受電すると緑色に点滅します。
本体の電源をONにするとランプが緑色に点灯します。本体の電源をONにしてもランプが点
灯しない、またはアンバー色に点灯または点滅する場合は、電源ユニットの故障が考えられ
ます。保守サービス会社に連絡して電源ユニットを交換してください。

AC POWERランプ

パワーサプライ
スロット1

パワーサプライ
スロット2

パワーサプライ
スロット1用
ACインレット

パワーサプライ
スロット2用
ACインレット

ヒント�

一方の電源ユニットが故障しても、もう一方の電源ユニットで運用を続けることができます
（冗長機能）。また、故障した電源ユニットはシステムを停止することなく、ホットスワッ
プ（電源ONのまま）で交換できます。



41

ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
の
取
り
扱
い
と
操
作

接続について
本体と周辺装置を接続します。
次ページの図は本体に標準の状態で接続できる周辺機器とそのコネクタの位置を示します。周辺装置を接
続してから添付の電源コードを接続し、電源プラグをコンセントにつなげます。

重要�

無停電電源装置や自動電源制御装置への接続やタイムスケジュール運転の設定などシステム
構成に関する要求がございましたら、保守サービス会社の保守員（またはシステムエンジニ
ア）にお知らせください。

警告�
装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。指示を
守らないと、人が死亡する、または重傷を負うおそれがあります。詳しくは、iii
ページ以降の説明をご覧ください。

ⓦ　ぬれた手で電源プラグを持たない

ⓦ　アース線をガス管につながない

注意�
装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。指示を
守らないと、火傷やけがなどを負うおそれや物的損害を負うおそれがあります。
詳しくは、iiiページ以降の説明をご覧ください。

ⓦ 指定以外のコンセントに差し込まない

ⓦ たこ足配線にしない

ⓦ 中途半端に差し込まない

ⓦ 指定以外の電源コードを使わない

ⓦ プラグを差し込んだままインタフェースケーブルの取り付けや取り外しをしない

ⓦ 指定以外のインタフェースケーブルを使用しない
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チェック�

接続しようとしているケーブルを確認してください。本装置のLANコネクタとシリアルポー
ト2コネクタは、同じ形状をしています。ケーブルを差し間違えないよう注意してくださ
い。
誤挿入を防止するために、本装置に接続するLANケーブルのコネクタに「LANポート」と書
かれたタグなどを付けて見分けられるようにしてください。

重要�

ⓦ 本体および接続する周辺機器の電源をOFFにしてから接続してください。ONの状態の
まま接続すると誤動作や故障の原因となります。

ⓦ NEC以外（サードパーティ）の周辺機器およびインタフェースケーブルを接続する場合
は、お買い求めの販売店でそれらの装置が本装置で使用できることをあらかじめ確認し
てください。サードパーティの装置の中には本装置で使用できないものがあります。

ⓦ 本装置のLANコネクタとシリアルポート2コネクタは、同じ形状をしています。ケーブ
ルを差し間違えないよう注意してください。

誤挿入を防止するために、本装置に接続するLANケーブルのコネクタに「LANポート」
と書かれたタグなどを付けて見分けられるようにしてください。

ⓦ シリアルポートコネクタには専用回線を直接接続することはできません。

ⓦ 電源コードやインタフェースケーブルをケーブルタイで固定してください。

ⓦ ケーブルがラックのドアや側面のガイドレールなどに当たらないようフォーミングして
ください。

ⓦ 電源コードは装置のACインレット部分で少したるませる程度にフォーミングしてくだ
さい。装置を引き出したときに電源コードが抜けるのを防ぐためです。

ⓦ 電源コードのプラグ部分が圧迫されないようにしてください。

シリアルインタ
フェースを持つ装
置（管理コン
ピュータなど）*1

最後に添付の電源コードを
コンセントに接続する*2。
UPSに接続する場合は次
項の説明を参照。

*1 専用回線へ直接接続することはできません。
管理コンピュータなどのコンソールの接続はシリアルポート2のみ可能です（BIOSの設
定が必要）。標準の状態では誤挿入防止のためにキャップが取り付けられています。

*2 電源コードは、15A以下のサーキットブレーカに接続すること。
*3 接続の詳細については3章を参照してください。

最後に添付の電源コードを
コンセントに接続する*2。
UPSに接続する場合は次
項の説明を参照。

ACコードホルダ（添付品）
ホルダで電源コードを束ね
ることができる。

ネットワークへ*3

シリアルインタ
フェースを持つ装
置（UPSなど）*1

ネットワークへ*3
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シリアルポートへの接続について

本体背面にあるRJ-45シリアルポートは、さまざまなシリアルデバイスを接続することがで
きますが、デバイスによっては、DCD/DSR信号の仕様によりマザーボード上のジャンパピ
ン（J5A2）の設定を変える必要があります。
ジャンパピン（J5A2）は次に示す図の場所にあります。カバーの取り外しやその他の内蔵部
品の取り外しについては、6章を参照してください。

1 2
3 4
5 6

1 2
3 4
5 6

1 2
3 4
5 6

DCD-DTR DSR-DTR

: ストラップ

J5A2

出荷時の
設定

接続するシリアルデバイスがDB9コネクタの場合は、RJ-45－DB9変換アダプタが必要にな
ります。以下に本装置のRJ-45コネクタと使用するDB9コネクタの配線を表に示します。

RJ-45 信号名 略語 DB9

1 Request to Send RTS 7

2 Data Terminal Ready DTR 4

3 Transmitted Data TD 3

4 Signal Ground SGND 5

5 Ring Indicator RI 9

6 Received Data RD 2

7 DCD/DSR DCD/DSR 1または6

8 Clear To Send CTS 8
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無停電電源装置（UPS）への接続について

本体の電源コードを無停電電源装置（UPS）に接続する場合は、UPSの背面にあるサービスコ
ンセントに接続します。
UPSのサービスコンセントには、「SWITCH OUT」と「UN-SWITCH OUT」という2種類のコ
ンセントがあります（「OUTPUT1」、「OUTPUT2」と呼ぶ場合もあります）。
UPSを制御するアプリケーション（ESMPRO/UPSControllerなど）から電源の制御をしたい
場合は、SWITCH OUTに電源コードを接続します。
常時給電させたい場合は、UN-SWITCH OUTに電源コードを接続します（24時間稼働させる
モデムなどはこのコンセントに接続します）。

本装置の電源コードをUPSに接続している場合は、UPSからの電源供給と連動（リンク）させ
るためにBIOSの設定を変更してください。
BIOSの「Server」－「AC-Link」を選択すると表示されるパラメータを切り替えることで設定す
ることができます。詳しくは6章の「システムBIOSコンフィグレーション」を参照してくださ
い。

2

OUTPUT
(UNSWITCH OUT)

OUTPUT(SWITCH OUT)

AC100V 50/50HZ TOTAL 12.5A

SWITCH OUT
（OUTPUT1）

UN-SWITCH OUT
（OUTPUT2）

<例>
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基本的な操作
基本的な操作の方法について説明します。

フロントベゼル

本体の電源のON/OFFやフロッピーディスクドライブ、CD-ROMドライブを取り扱うとき、
ハードディスクベイへのハードディスクの取り付け/取り外しを行うときはフロントベゼル
を取り外します。

重要�

フロントベゼルは、添付のセキュリティキーでロックを解除しないと開けることができませ
ん。

1. キースロットに添付のセキュリティキーを差し込み、キーをフロントベゼル側に軽く押しながら
回してロックを解除する。

ロック解除

1

2

タブ

フレーム

2

1

2. フロントベゼルの右端を軽く持って手前
に引く。

3. フロントベゼルを左に少しスライドさせ
てタブをフレームから外して本体から取
り外す。

フロントベゼルを取り付けるときは、フロントベゼルの左端のタブを本体のフレームに引っ
かけるようにしながら取り付けます。取り付けた後はセキュリティのためにもキーでロック
してください。
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POWERスイッチ　- 電源のON/OFF/再起動 -

本体の電源は前面にあるPOWERスイッチを押すとONの状態になります。
次の順序で電源をONにします。

ヒント�

マザーボード上にある本体を監視する「サーバーマネージメント論理回路」は、システム電
圧の変化を監視し、ログをとっています。電源コードを接続した後や、電源をOFFにした
後は、電源がOFFの状態からPOWERスイッチを押すまでに約10秒ほどの時間をあけてくだ
さい。これは、通常の動作であり、サーバマネージメント論理回路が要求するものです。

1. フロッピーディスクドライブにフロッピーディスクをセットしていないことを確認する。

2. フロントベゼルを取り外す。

3. 本体前面にあるPOWERスイッチを押す。

POWERランプが緑色に点灯します。

重要�

ⓦ ACインレットに電源コードを接続した後、POWERスイッチを押すまで10秒以上の時間
をあけてください。

ⓦ POWERスイッチを押してから約30秒以内の間は電源をOFFにしないでください。

POWERランプ

POWERスイッチ

リセットスイッチ
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電源のOFFは、管理クライアント（コンソール）を本体のシリアルポート2（COM 2）に接続
し、rootでログインしてから、shutdownコマンドを実行します。

# shutdown -h now

シャットダウン処理の後、自動的に電源がOFFになります。

再起動をする際もコンソールを本体に接続し、rootでログインし、shutdownコマンドを実
行します。

# shutdown -r now

約3分でシステムが再起動します。

shutdownコマンドで電源をOFFにできないときは、前面のPOWERスイッチを押してくだ
さい。それでも電源がOFFにならない場合は、POWERスイッチを約4秒以上押し続けてく
ださい。システムが強制的に電源OFFとなります（強制電源OFF）。
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 UIDスイッチ　- 本体の確認 -

複数の機器を1つのラックに搭載している場合、保守をしようとしている装置がどれである
かを見分けるために装置の前面および背面には「UID（ユニットID）ランプ」がもうけられてい
ます。

前面にあるUID（ユニットID）スイッチを押すとUIDランプが点灯します。もう一度押すとラ
ンプは消灯します。
ラック背面からの保守は、暗く、狭い中での作業となり、正常に動作している機器の電源や
インタフェースケーブルを取り外したりするおそれがあります。UIDスイッチを使って保守
する本装置を確認してから作業をすることをお勧めします。

UIDランプ

UIDスイッチ

UIDランプ（マザーボード
上にあるランプ、フレー
ムの隙間から見ることが
できる）
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フロッピーディスクドライブ

本体前面にフロッピーディスクを使ったデータの読み出し（リード）・保存（ライト）を行うこ
とのできる3.5インチフロッピーディスクドライブが搭載されています。
3.5インチの2HDフロッピーディスク（1.44Mバイト）と2DDフロッピーディスク（720Kバイ
ト）を使用することができます。

フロッピーディスクのセット/取り出し

フロッピーディスクをフロッピーディスクドライブにセットする前に本体の電源がON
（POWERランプ点灯）になっていることを確認してください。
フロッピーディスクをフロッピーディスクドライブに完全に押し込むと「カチッ」と音がし
て、フロッピーディスクドライブのイジェクトボタンが少し飛び出します。
イジェクトボタンを押すとセットしたフロッピーディスクをフロッピーディスクドライブか
ら取り出せます。

チェック�

ⓦ フォーマット済みのフロッピーディスクを使用してください。

ⓦ フロッピーディスクをセットした後に本体の電源をONにしたり、再起動するとフロッ
ピーディスクから起動します。フロッピーディスク内にシステムがないと起動できませ
ん。

ⓦ フロッピーディスクアクセスランプが消灯していることを確認してからフロッピーディ
スクを取り出してください。アクセスランプが点灯中に取り出すとデータが破壊される
おそれがあります。

フロッピーディスクの取り扱いについて

フロッピーディスクは、データを保存する大切なものです。またその構造は非常にデリケー
トにできていますので、次の点に注意して取り扱ってください。

ⓦ フロッピーディスクドライブにはていねいに奥まで挿入してください。

ⓦ ラベルは正しい位置に貼り付けてください。

ⓦ 鉛筆やボールペンで直接フロッピーディスクに書き込んだりしないでください。

ⓦ シャッタを開けないでください。

ⓦ ゴミやほこりの多いところでは使用しないでください。

ⓦ フロッピーディスクの上に物を置かないでください。

ⓦ 直射日光の当たる場所や暖房器具の近くなど温度の高くなる場所には置かないでくださ
い。

ⓦ たばこの煙に当たるところには置かないでください。

ⓦ 水などの液体の近くや薬品の近くには置かないでください。
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ⓦ 磁石など磁気を帯びたものを近づけないでください。

ⓦ クリップなどではさんだり、落としたりしないでください。

ⓦ 磁気やほこりから保護できる専用の収納ケースに保管してください。

ⓦ フロッピーディスクは、保存している内容を誤って消
すことのないようにライトプロテクト（書き込み禁止）
ができるようになっています。ライトプロテクトされ
ているフロッピーディスクは、読み出しはできます
が、ディスクのフォーマットやデータの書き込みがで
きません。重要なデータの入っているフロッピーディ
スクは、書き込み時以外はライトプロテクトをしてお
くようお勧めします。3.5インチフロッピーディスクの
ライトプロテクトは、ディスク裏面のライトプロテク
トスイッチで行います。

ⓦ フロッピーディスクは、とてもデリケートな記憶媒体です。ほこりや温度変化によって
データが失われることがあります。また、オペレータの操作ミスや装置自身の故障など
によってもデータを失う場合があります。このような場合を考えて、万一に備えて大切
なデータは定期的にバックアップをとっておくことをお勧めします。（本体に添付されて
いるフロッピーディスクは必ずバックアップをとってください。）

ライトプロテクト
スイッチ

書き込み 書き込み
不可　 可
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CD-ROMドライブ

本体前面にCD-ROMドライブがあります。CD-ROMドライブはCD-ROM（読み出し専用のコ
ンパクトディスク）のデータを読むための装置です。CD-ROMはフロッピーディスクと比較
して、大量のデータを高速に読み出すことができます。

注意�
装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。指示を
守らないと、火傷やけがなどを負うおそれや物的損害を負うおそれがあります。
詳しくは、iiiページ以降の説明をご覧ください。

CD-ROMドライブのトレーを引き出したまま放置しない

CD-ROMのセット/取り出し

CD-ROMは次の手順でセットします。

1. CD-ROMをCD-ROMドライブにセットする前に本体の電源がON（POWERランプが緑色に点灯）
になっていることを確認する。

2. CD-ROMドライブ前面のCDトレーイジェクトボタンを押す。

トレーが少し出てきます。

3. トレーを軽く持って手前に引き出し、ト
レーが止まるまで引き出す。

4. CD-ROMの文字が印刷されている面を上
にしてトレーの上に静かに、確実に置
く。
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5. 右図のように片方の手でトレーを持ちな
がら、もう一方の手でトレーの中心にあ
るローター部分にCD-ROMの穴がはまる
ように指で押して、トレーにセットす
る。

ローター部分

CD-ROMのこの部分を押す

6. トレーの前面を軽く押して元に戻す。

重要�

CD-ROMのセット後、CD-ROMドラ
イブの駆動音が大きく聞こえるときは
CD-ROMをセットし直してください。

CD-ROMの取り出しは、CD-ROMをセットすると
きと同じようにCDトレーイジェクトボタンを押し
てトレーを引き出します。

アクセスランプがオレンジ色に点灯しているときは
CDにアクセスしていることを示します。CDトレー
イジェクトボタンを押す前にアクセスランプがオレ
ンジ色に点灯していないことを確認してください。

右図のように、片方の手でトレーを持ち、もう一方
の手でトレーの中心にあるローター部分を押さえな
がらCD-ROMの端を軽くつまみ上げるようにして
トレーから取り出します。

CD-ROMを取り出したらトレーを元に戻してください。
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取り出せなくなったときの方法

CDトレーイジェクトボタンを押してもCD-ROMが本体から取り出せない場合は、次の手順
に従ってCD-ROMを取り出します。

1. POWERスイッチを押して本体の電源を
OFF（POWERランプ消灯）にする。

2. 直径約1.2mm、長さ約100mmの金属製
のピン（太めのゼムクリップを引き伸ばし
て代用できる）をCD-ROM前面右側にあ
るエマージェンシーホールに差し込ん
で、トレーが出てくるまでゆっくりと押
す。

重要�

ⓦ つま楊枝やプラスチックなど折れ
やすいものを使用しないでくださ
い。

ⓦ 上記の手順を行ってもCD-ROMが
取り出せない場合は、保守サービ
ス会社に連絡してください。

3. トレーを持って引き出す。

4. CD-ROMを取り出す。

5. トレーを押して元に戻す。

CD-ROMの取り扱い

本体にセットするCD-ROMは次の点に注意して取り扱ってください。

ⓦ CD-ROMを落とさないでください。

ⓦ CD-ROMの上にものを置いたり、曲げたりしないでください。

ⓦ CD-ROMにラベルなどを貼らないでください。

ⓦ 信号面（文字などが印刷されていない面）に手を触れないでください。

ⓦ 文字の書かれている面を上にして、トレーにていねいに置いてください。

ⓦ キズをつけたり、鉛筆やボールペンで文字などを直接CD-ROMに書き込まないでくださ
い。

ⓦ たばこの煙の当たるところには置かないでください。

ⓦ 直射日光の当たる場所や暖房器具の近くなど温度の高くなる場所には置かないでくださ
い。

ⓦ 指紋やほこりがついたときは、乾いた柔らかい布で、内側から外側に向けてゆっくり、
ていねいにふいてください。

ⓦ 清掃の際は、CD専用のクリーナをお使いください。レコード用のスプレー、クリーナ、
ベンジン、シンナーなどは使わないでください。

ⓦ 使用後は、専用の収納ケースに保管してください。

エマージェンシー
ホール
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